
（４）あと施工アンカーの計算

 １） 設計条件

・アンカー筋の種類 異形鉄筋

・アンカー筋の呼び名 D13 ｄa＝ 13 mm

・アンカー筋の埋込み深さ ｌ＝ 145 mm

・アンカー筋の材質 SD345

・アンカー筋を埋め込むコンクリートの圧縮強度 σB＝ 21 N/mm2

・アンカー筋を埋め込むコンクリートの単位体積重量 24 kN/m3

・部材の有効高 d＝ 460 mm

・部材の断面力 曲げモーメント M＝ 18.7 kN・m
せん断力 S＝ 53.6 kN

・アンカー本数 引張り側本数 3 本
せん断面 10 本

　２）アンカーの材料強度

　（ａ）短期許容応力度

ａ）引張り

・アンカー筋の断面に対して

ｆｔ1 ＝ σｙ ＝ 343 N/mm2

・コーン破壊を生じるコンクリート断面に対して

ｆｔ2 ＝ 0.23√(σB)／1.5 ＝ 0.7 N/mm2

・付着破壊を生じるコンクリートの断面に対して

ｆｔ3 ＝ 10√(σB／21)／1.5 ＝ 6.7 N/mm2

　ここで、 σy :アンカー筋降伏点強度(N/mm2)



ｂ）せん断

・アンカー筋の断面に対して

ｆs ＝ Min.[0.7σy／1.5]　or　[0.4√(Ec・σB)／1.5]　or　[196]

＝ Min.[ 160 ] or [ 180 ] or [ 196 ]

＝ 160 N/mm2

ここで、Ｅc :アンカー筋を埋め込むコンクリートのヤング係数 (N/mm2)

Ｅc ＝ 3.35×10^4×(γ/24)^2×(σB/60)^1/3

＝ N/mm2

但し、γ ：コンクリートの気乾単位体積重量 (kN/m3)

γ ＝ 24 － 1 ＝ 23 kN/m3

　（b）材料強度

ａ）引張り

・アンカー筋の断面に対して

Fｔ1 ＝ σｙ ＝ 343 N/mm2

・コーン破壊を生じるコンクリート断面に対して

Fｔ2 ＝ 0.23√(σB) ＝ 1.1 N/mm2

・付着破壊を生じるコンクリートの断面に対して

Fｔ3 ＝ 10√(σB／21) ＝ 10.0 N/mm2

ｂ）せん断

・アンカー筋の断面に対して

Fs ＝ Min.[0.7σy]　or　[0.4√(Ec・σB)]　or　[294]

＝ Min.[ 240 ] or [ 270 ] or [ 294 ]

＝ 240 N/mm2

21,682



　３）アンカー接合部の引張耐力

　あと施工アンカーを用いた接合部の引張耐力は、アンカー筋の断面、および、コンクリートの

コーン破壊と付着破壊に対するものを求め、これらのうち最も小さい値を採用する。

Ｔa1 ＝ Ft1・sａe ＝ 343 × 127 ＝ N ＝ 43.6 kN/本

Ｔa2 ＝ Ft2・Ac ＝ 1.1 × ＝ N ＝ 63.4 kN/本

Ｔa3 ＝ Ft3・π・ｄa・ｌe＝ 10.0 × ＝ N ＝ 53.9 kN/本

∴ Ta ＝ Min. (Ta1,Ta2,Ta3) ＝ 43.6 kN/本

ここで、Ta ： アンカー接合部の引張耐力 (kN/本)

Ta1： アンカー筋の断面に対する耐力 (kN/本)

Ta2： コーン破壊を生じるコンクリート断面に対する耐力 (kN/本)

Ta3： 付着破壊を生じるコンクリート断面に対する耐力 (kN/本)

sａe： アンカー筋の呼び名 ｄa に応じた有効断面積(ねじ部を設けない場合にあっては
公称断面積) (mm2)

ｌe： アンカーの有効埋込み深さ(mm)

ｌe ＝  ｌ － ｄa ＝ 145 － 13 ＝ 132 mm

Ac： コーン破壊を生じるあと施工アンカー接合部断面の有効投影面積 (mm2)

Ac＝ π・ｌe（ｌe＋ｄa） ＝ mm2

43,561

60,130 63,377

5,391 53,910

60,130



　４）アンカー接合部の短期許容引張耐力

　あと施工アンカーを用いた接合部の短期許容引張耐力は、アンカー筋の断面、および、コンクリートの

コーン破壊と付着破壊に対するものを求め、これらのうち Ta を決定した要素と同列の値を採用する。

Ｔas1 ＝ ft1・sａe ＝ 343 × 127 ＝ N ＝ 43.6 kN/本

Ｔas2 ＝ ft2・Ac ＝ 0.7 × ＝ N ＝ 42.3 kN/本

Ｔas3 ＝ ft3・π・ｄa・ｌe＝ 6.7 × ＝ N ＝ 35.9 kN/本

∴ Tas ＝ Link Ta (Tas1,Tas2,Tas3) ＝ 43.6 kN/本

ここで、Tas ： アンカー接合部の短期許容引張耐力 (kN/本)

Tas1： アンカー筋の断面に対する短期許容耐力 (kN/本)

Tas2： コーン破壊を生じるコンクリート断面に対する短期許容耐力 (kN/本)

Tas3： 付着破壊を生じるコンクリート断面に対する短期許容耐力 (kN/本)

　５）アンカー接合部のせん断耐力

Qa ＝ Fs・sａe ＝ 240 × 127 ＝ N ＝ 30.5 kN/本

ここで、Qa ： アンカー接合部のせん断耐力 (kN/本)

Fs： 材料せん断強度 (N/mm2)

　６）アンカー接合部の短期許容せん断耐力

Qas ＝ ｆs・sａe ＝ 160 × 127 ＝ N ＝ 20.3 kN/本

ここで、Qas： アンカー接合部の短期許容せん断耐力 (kN/本)

ｆs： 短期許容せん断応力度 (N/mm2)

※ 以上、出典「国住指第521号指定書」；平成18年5月9日；国土交通大臣

　なお、本指定書には長期許容値が明示されていないため、ここでは安全側となる短期の値を用いる。
　(次頁参照)
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　７）アンカー本数の検討

 （ａ）部材の断面力

別途計算書より 部材に生じる曲げモーメントは M ＝ 18.7 kN・m
＝ N・mm

部材に生じるせん断力は S ＝ 53.6 kN

 （ｂ）部材に生じる引張力

鉄筋の引張応力度は次式で表される。

σs ＝ M／（As・j・d ）

ここで、M ：曲げモーメント (N・mm)
As ：引張主鉄筋の断面積(mm2) ＝ sａe
j ：係数 ≒　7/8
ｄ ：部材の有効高

これを引張力 T’ を求める式に書き換えれば、ｄ= 460 mm では

T' ＝ M／（ j・d ）

＝ ÷　( 0.88 × 460 )

＝ N ＝ 46.5 kN

引張側アンカー本数は D13 ｎ＝ 3 本 より、アンカー1本当り引張力 T は

T ＝ T'／ｎ

＝ 46.5 ÷ 3

＝ 15.5 kN/本 ≦ Tas  ( ＝ 43.6 kN/本） ・・・ O.K

 （ｃ）部材に生じるせん断力

部材のせん断力はアンカーのせん断抵抗でもたせる。

せん断面のアンカー本数は D13 ｎ＝ 10 本 より、アンカー1本当りせん断力 Q は

Q ＝ S／n

＝ 53.6 ÷ 10

＝ 5.36 kN/本 ≦ Qas  ( ＝ 20.3 kN/本） ・・・ O.K

46,460

18,700,000

18,700,000


